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太陽と緑豊かな住みたくなる町

●11月は「納期促進強化月間」です…………………………2

●財政事情の公表…………………………………………4～5

●九月定例議会報告………………………………………6～7

主な内容

　このほど「吉富町武道館改修工事」と「よしとみ憩

いのやかた改修工事」が相次いで完了し、それぞれリ

ニューアルしました。

　外壁も美しくなり、より良い環境で利用できるよ

うになりました。

　どうぞご利用ください。

▲外壁も美しくなった「よしとみ憩いのやかた」（左）と「吉富町武道館」
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11月は『納税促進強化月間』です11月は『納税促進強化月間』です

　町では、11月を『納税促進強化月間』として、

未納者や滞納者への文書や電話での納税催告

や自宅への訪問徴収を積極的に行い、滞納税

の解消にあたります。

　町税を滞納されると督促手数料や延滞金を

支払わなければならなくなります。悪質な滞

納者には、給料や預貯金、不動産など財産の差

押といった滞納処分を行うことになります。

　納期限の過ぎた町税がないか、お手元の納

付書を確認ください。

　金融機関や郵便局の口座から自動的に町税

を振替納付する便利で確実な納税方法です。

　使用している預貯金通帳と届出印があれば、

取扱金融機関や役場窓口で簡単に手続きがで

きます。

　町税（住民税・固定資産税・軽自動車税・国民健康保険税）は、町が教育・福祉・環境整備といった

事業を行うための大切な財源となります。そのため、町税を滞納されると町の活動力が低下し、

町の発展が阻害されてしまいます。住みよい町づくりのために納期限内の自主的な納税を心が

けましょう。

　税金を滞納されると、税負担の公平性が損なわれることになり、正しく納められている方々が

不公平感を持ってしまいます。「税金は取られるもの」ではなく「税金は自主的に納めるもの」と

いう理解にたって納付しましょう。

－町税は納期限までに納めましょう－

●納め忘れはありませんか!! ●納税には便利な口座振替を!

　滞納を作らないためにも、役場窓口へご相

談ください。

　問合せ　税　務　課　２４―１１２５

　　　　　健康福祉課　２４―１１２３

●納税相談のお知らせ

行橋税務署から事業者の方へお知らせ

開催日 時　　間 対　象　者 会　　場

11月14日(火)
10：00～12：00 豊前市の方 豊前市総合福祉センター

（豊前市役所裏）14：00～16：00 築上郡の方

11月16日(木)
10：00～12：00 行橋市の方

行 橋 市 民 会 館
14：00～16：00 京都郡の方

『平成18年分給与所得の年末調整説明会』が下記日程で開催されます。

◇持参するもの　　

　・平成18年分年末調整のしかた

　・平成18年分給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引き

　　　　　　　問合せ先：行橋税務署　法人課税部門（　0930-23-0559）
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今
年
も
十
一
月
九
日
か
ら
十
一
月

十
五
日
ま
で
の
一
週
間
、
恒
例
の
「
秋

の
全
国
火
災
予
防
運
動
」
が
行
わ
れ

ま
す
。

　
吉
富
町
で
も
次
の
と
お
り
秋
季
火

災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

《
吉
富
町
の
実
施
事
項
》

　
○
防
火
意
識
の
向
上

　
　
　
防
火
意
識
の
向
上
を
図
り
、

　
　
火
災
の
発
生
を
防
止
す
る
た
め

　
　
期
間
中
（
11
月
９
日
～
11
月
15

　
　
日
）
は
午
後
７
時
に
役
場
の
サ

　
　
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　
○
火
災
予
防
宣
伝
運
動

　
　
　
運
動
期
間
中
、
町
消
防
団
に

　
　
お
い
て
消
防
自
動
車
に
よ
る
火

　
　
災
予
防
巡
回
宣
伝
を
数
回
実
施

　
　
し
、
こ
の
運
動
の
趣
旨
の
徹
底

　
　
を
図
り
ま
す
。

　
○
夜
間
特
別
警
戒
の
実
施

　
　
　
運
動
期
間
中
、
町
消
防
団
に

　
　
お
い
て
夜
間
特
別
警
戒
を
実
施

　
　
し
て
不
測
の
事
態
に
備
え
る
と

　
　
と
も
に
町
民
の
安
全
を
図
り
ま

　
　
す
。

　
○
消
防
団
員
訓
練
の
実
施

　
　
　
運
動
期
間
中
、
火
災
多
発
時

　
　
季
を
迎
え
る
た
め
消
防
団
員
の

　
　
訓
練
（
中
継
放
水
訓
練
等
）
を

　
　
行
い
ま
す
。

　
○
防
災
行
政
無
線
で
の
放
送

　
　
　
運
動
期
間
中
の
町
消
防
団
活

　
　
動
及
び
防
火
意
識
の
向
上
に
つ

　
　
い
て
防
災
行
政
無
線
で
放
送
し
、

　
　
町
民
に
こ
の
運
動
の
趣
旨
の
徹

　
　
底
を
図
り
ま
す
。

　
　
　
　
吉
富
町
・
吉
富
町
消
防
団

　
十
一
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
第

七
期
分
の
納
期
で
す

　
町
税
は
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と
、
延
滞
金

も
生
じ
て
き
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
な
お
、
町
税
は
口
座
振
替
で
納
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
納
め
に
行
く

手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
心
配
も

な
く
、
大
変
便
利
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
台
風
な
ど
の
風
水
害
等
に
よ
っ
て
、

家
屋
を
滅
失
、
取
り
壊
し
た
場
合
は
、

役
場
税
務
課
に
「
家
屋
滅
失
届
け
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
滅
失
届
出
を
せ
ず
に
、
そ
の
ま
ま

し
て
お
き
ま
す
と
固
定
資
産
課
税
台

帳
か
ら
消
え
ず
に
、
課
税
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
税
務
課
固

定
資
産
税
係
　
０
９
７
９
・
２
４
・

１
１
２
５
（
直
通
）
ま
で
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

消
さ
な
い
で  

あ
な
た
の
心
の  

注
意
の
火

11
月
は
国
民
健
康

保
険
税
の
納
期
で
す

台
風
等
で
家
屋
を
滅
失
、

取
り
壊
し
た
場
合
は
届
出
を
！



4

平成16年度 平成17年度 対前年
度　比区　　　分

歳　　　入　　　総　　　額 3,166,039 2,710,213 ▲14.4

歳　　　出　　　総　　　額 3,057,292 2,634,351 ▲13.8

歳 入 歳 出 差 引 額（Ａ） 108,747 75,862 ▲30.2

翌年度へ繰越すべき財源（Ｂ） 0 0

実　質　収　支（Ａ）－（Ｂ） 108,747 75,862 ▲30.2

●款別内訳

●総　　括
（単位：千円、％）

平
成
　
年
度

　
　
決
算
状
況

　地方自治法第243条の３第１項及

び吉富町財政事情書の作成及び公

表に関する条例に基づき、平成17

年度決算及び平成18年度上半期の

財政事情を次のとおり公表します。

平成18年11月１日

　
こ
の
財
政
状
況
は
、
平
成
17
年
度
決
算
状
況
と
平

成
18
年
度
収
支
状
況
（
９
月
30
日
現
在
）
で
す
。

　
町
財
政
の
公
表
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ご
理
解
や
ご
批
判
を
い
た
だ
き
、

今
後
の
吉
富
町
発
展
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

（単位：千円、％）

款　　別 金　　額 構成比

〔歳入〕

款　　別 金　　額 構成比

〔歳出〕

〔歳入〕（９月末現在）

平成18年度一般会計予算の執行状況財産の状況
（９月末現在）

（単位：千円）

土　　　地

327,380m
2

建　　　物

28,888m
2

基金・有価証券
・出資金

2,407,730千円

〔歳出〕

款　　別 現計予算額 収入済額

674,270 453,216

60,000 31,355

3,500 1,129

900 0

10 886

60,000 39,346

14,000 5,156

20,000 28,710

705,000 519,956

1,000 801

58,191 28,235

40,816 17,151

130,289 27,427

125,656 27,370

3,456 792

10,001 10,000

462,950 150,000

4,865 35,861

19,950 4,931

104,000 0

2,498,854 1,382,322　合　　計
　収　　　入　　　率 55.3%

款　　別 現計予算額 支出済額

57,551 29,702

408,143 206,676

827,340 360,562

276,199 152,969

5 0

52,196 26,850

8,723 7,498

276,132 104,497

110,462 56,353

332,905 150,239

146,737 43,504

73 2

2,388 0

　合　　計 2,498,854 1,138,852

　執　　行　　率 45.6%
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町　　　　税 757,254 27.9
地 方 譲 与 税 52,422 1.9

利子割交付金 3,754 0.1

配当割交付金 1,708 0.1

株式等譲渡所得割交付金 2,193 0.1

地方消費税交付金 62,958 2.3
自動車取得税交付金 15,721 0.6

地方特例交付金 32,177 1.2
地 方 交 付 税 810,776 29.9

交通安全対策特別交付金 1,049 0.0
分担金及び交付金 60,101 2.2

使用料及び手数料 37,479 1.4
国 庫 支 出 金 141,670 5.2
県 支 出 金 159,064 5.9

財 産 収 入 2,632 0.1

寄 附 金 16,000 0.6
繰 入 金 294,680 10.9

繰 越 金 48,747 1.8
諸 収 入 26,728 1.0

町 債 183,100 6.8

合　　計 2,710,213 100.0

議 会 費 59,109 2.2

総 務 費 494,867 18.8
民 生 費 773,588 29.4
衛 生 費 271,902 10.3

労 働 費 0 0.0

農林水産業費 118,280 4.5
商 工 費 8,985 0.3

土 木 費 340,590 12.9

消 防 費 109,386 4.2
教 育 費 321,402 12.2
災 害 復 旧 費 0 0.0

公 債 費 136,198 5.2

諸 支 出 金 44 0.0
予 備 費 0 0.0

合　　計 2,634,351 100.0

財
政
事
情
の
公
表

町　　　　税 議 　 会 　 費

総 　 務 　 費

民 　 生 　 費

衛 　 生 　 費

労 　 働 　 費

農林水産業費

商 　 工 　 費

土 　 木 　 費

消 　 防 　 費

教 　 育 　 費

公 　 債 　 費

諸 支 出 金

予 　 備 　 費

地 方 譲 与 税

利子割交付金

配当割交付金

株式等譲渡所得割交付金

地方消費税交付金

自動車取得税交付金

地方特例交付金

地 方 交 付 税

交通安全対策特別交付金

分担金及び交付金

使用料及び手数料

国 庫 支 出 金

県 支 出 金

財 産 収 入

寄 　 附 　 金

繰 　 入 　 金

繰 　 越 　 金

諸 　 収 　 入

町　　　　債
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区　分

歳入総額 796,589 823,187 3.3

732,168 745,319 1.8

64,421 77,868 20.9

歳出総額
歳入歳出
差 引 額

16年度 17年度 対前年度比

決算状況

歳　　　　　入

予算現額 805,413 805,413

348,486 317,157

43.3 39.4

収入済額

収 入 率

歳　　　　　出

予算現額

支出済額

執 行 率

平成18年度予算執行（９月末）

（1）国民健康保険特別会計

区　分

歳入総額 806,826 849,215 5.3

748,993 807,289 7.8

57,833 41,926 ▲27.5

歳出総額
歳入歳出
差 引 額

16年度 17年度 対前年度比

決算状況

歳　　　　　入

予算現額 825,597 825,597

380,582 316,170

46.1 38.3

収入済額

収 入 率

歳　　　　　出

予算現額

支出済額

執 行 率

平成18年度予算執行（９月末）

（2）老人保健特別会計

区　分

歳入総額 17,562 17,569 0.0

17,520 17,406 ▲0.7

42 163 288.1

歳出総額
歳入歳出
差 引 額

16年度 17年度 対前年度比

決算状況

歳　　　　　入

予算現額 25,021 25,021

6,783 6,334

27.1 25.3

収入済額

収 入 率

歳　　　　　出

予算現額

支出済額

執 行 率

平成18年度予算執行（９月末）

（3）奨学金特別会計

区　分

歳入総額 486,078 636,146 30.9

352,376 618,125 75.4

118,500 0 ▲100.0

歳出総額
翌 年 度 へ
繰越すべき財源

15,202 18,021 18.5歳入歳出
差 引 額

16年度 17年度 対前年度比

決算状況

歳　　　　　入

予算現額 441,195 441,195

101,481 36,321

23.0 8.2

収入済額

収 入 率

歳　　　　　出

予算現額

支出済額

執 行 率

平18年度予算執行（９月末）

（4）公共下水道事業特別会計

区　分

総　収　益 149,507

143,071

6,436

14,668

45,609

総　費　用

差　引　額

資本的収入

資本的支出

金　額 備　考

決算状況

収　　　　　　入 支　　　　　　出

執行済額

収益的収入 146,549 81,997

資本的収入 54,919 23,511

平成18年度予算執行（９月末）

（5）水道事業会計

区　　　分 予算額 執行済額

収益的支出 146,549 49,220

資本的支出 84,910 34,839

区　　　分 予算額

特別会計予算の状況

地方債の状況

（単位：千円、％）

●水道事業債
（９月末現在）

（単位：千円）

●公共下水道事業債
（９月末現在）

（単位：千円）

〔借入先別〕 〔借入先別〕

●一般会計債 （９月末現在）

〔事業別〕（　）は内財源対策分

〔借入先別〕

（単位：千円）

水道事業債

365,751

1,777,432

財務省
250,604（68.5％）

財務省

615,715

日本郵政公社

695,326

銀行等

466,391

公営企業金融公庫
115,147（31.5%）

公共下水道事業債

1,579,128

財務省
501,007（31.8％）

日本郵政公社
963,949（61.0%）

公営企業金融公庫
108,100（6.8%）

銀行等
6,072（0.4%）

町営住宅債

297,774

16.8%

教　育
施設債

78,976
(3,259)
4.4%

減　　税
補てん債

199,961

11.2%

水　道
施設債

198,147

11.1%

漁　港
事業債

64,611

3.6%

臨時財政
対 策 債

795,561

44.9%

臨時税収
補てん債

32,782

1.8%

防　災
施設債

4,696
(722)
0.3%

厚生福祉
施 設 債

2,263

0.1%

体　育
施設債

102,661
(67,200)
5.8%

※前年度からの繰越も含む
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第
三
回
定
例
会
は
、
九
月
八
日
か

ら
二
十
二
日
ま
で
の
十
五
日
間
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
※
吉
富
町
附
属
機
関
に
関
す
る
条

　
　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
要
保
護
児
童
の
早
期
発
見
や
適
切

な
保
護
等
を
図
る
た
め
、
吉
富
町
要

保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
設
置

並
び
に
公
共
下
水
道
事
業
の
効
率
性

と
透
明
性
を
図
る
た
め
、
吉
富
町
下

水
道
事
業
再
評
価
検
討
委
員
会
を
設

置
す
る
に
あ
た
り
、
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
※
議
会
の
議
員
そ
の
他
非
常
勤
の

　
　
職
員
の
公
務
災
害
補
償
等
に
関

　
　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
条
例

　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行
に
伴

う
地
方
公
務
員
災
害
補
償
法
の
一
部

改
正
等
に
よ
り
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
※
吉
富
町
乳
幼
児
医
療
費
の
支
給

　
　
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　
　
す
る
条
例

　
※
吉
富
町
母
子
家
庭
等
医
療
費
の

　
　
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
　
改
正
す
る
条
例

　
※
吉
富
町
重
度
心
身
障
害
者
医
療

　
　
費
の
支
給
に
関
す
る
条
例
の
一

　
　
部
を
改
正
す
る
条
例

　
こ
の
３
議
案
は
、
健
康
保
険
法
等

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
平
成

十
八
年
十
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
３
議
案
と
も
可
決
）

　
※
吉
富
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

　
　
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
、
平
成
十
八
年
十
月
一
日

よ
り
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
※
吉
富
町
自
転
車
等
の
駐
車
場
の

　
　
設
置
及
び
管
理
運
営
に
関
す
る

　
　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
公
の
施
設
に
関
す
る
地
方
自
治
法

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
可
決
）

　
※
吉
富
町
消
防
団
の
設
置
等
に
関

　
　
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
　
条
例

　
※
吉
富
町
消
防
団
員
の
定
員
、
任

　
　
用
、
給
与
、
分
限
及
び
懲
戒
、

　
　
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
　
を
改
正
す
る
条
例

　
※
吉
富
町
非
常
勤
消
防
団
員
に
係

　
　
る
退
職
報
奨
金
の
支
給
に
関
す

　
　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
　
例

　
こ
の
３
議
案
は
、
消
防
組
織
法
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
、
平
成
十

八
年
六
月
十
四
日
に
公
布
、
施
行
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
れ
ぞ
れ
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
３
議
案
と
も
可
決
）

　
※
平
成
十
八
年
度
吉
富
町
一
般
会

　
　
計
補
正
予
算
（
専
決
第
１
号
）

　
吉
富
少
年
野
球
ク
ラ
ブ
の
全
国
大

会
出
場
へ
対
し
、
百
万
円
の
助
成
を

す
る
補
正
予
算
を
七
月
七
日
付
け
で

専
決
処
分
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
承
認
）

　
☆
一
般
会
計
決
算

　
☆
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
決
算

　
☆
老
人
保
健
特
別
会
計
決
算

　
☆
奨
学
金
特
別
会
計
決
算

　
☆
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
決

　
　
算

　
☆
水
道
事
業
会
計
決
算

　
　
　
　
（
い
ず
れ
の
決
算
も
認
定
）

一
部
改
正
し
た
条
例

専
決
処
分
の
承
認

平
成
十
七
年
度
決
算
の
認
定

平
成
十
八
年
度
補
正
予
算

九
月
定
例
議
会
報
告

平成17年度決算認定
《使ったお金》

一般会計 26億3,435万円

特別会計 21億8,814万円

水道会計（収益勘定） 1億4,307万円

国民健康保険 7億4,532万円

老 人 保 健 8億   729万円

奨 学 金 1,741万円

公共下水道 6億1,812万円

詳しくは、別掲の「財政事情の公表」をご覧下さい。
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一
般
会
計
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
六
百
十

四
万
四
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額

を
二
十
四
億
八
千
六
百
五
十
六
万
九

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
２
号
）

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
千
四

百
十
一
万
七
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
八
億
五
百
三
十
五
万
五
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
二
百
三

万
七
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

四
億
四
千
百
十
九
万
五
千
円
と
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
一
般
会
計
（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
千
二
百

二
十
八
万
五
千
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
を
二
十
四
億
九
千
八
百
八
十
五

万
四
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
第
３
号
）

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
五
万
八

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
八
億

五
百
四
十
一
万
三
千
円
と
す
る
も
の

で
す
。

　
奨
学
金
特
別
会
計

　
歳
入
歳
出
に
、
そ
れ
ぞ
れ
八
万
四

千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
二
千

五
百
二
万
一
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
（
い
ず
れ
の
会
計
も
可
決
）

※
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
平
成
十
八
年
十
月
八
日
で
任
期
満

了
す
る
瀬
戸
口
由
美
子
氏
を
再
度
任

命
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
意
）

※
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

　
平
成
十
八
年
十
月
八
日
で
任
期
満

了
す
る
加
来
信
夫
氏
と
是
石
辰
二
郎

氏
を
再
度
選
任
し
、
新
た
に
岡
和
子

氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
同
意
）

①
昭
和
地
区
１
号
汚
水
幹
線
管
渠
（
第

　
１
工
区
）
築
造
工
事

　
工
事
箇
所
　
大
字
広
津
地
内

　
工
事
概
要
　
管
布
設
工
（
開
削
及

　
　
　
　
　
　
び
推
進
工
法)

　
請
負
契
約
額

　
　
　
　
一
億
一
千
五
百
五
十
万
円

　
工
期

　
　
平
成
十
九
年
三
月
二
十
日
ま
で

　
工
事
請
負
人
　
（
株
）
竹
中
土
木

　
　
　
　
　
　
　
　
九
州
支
店

②
小
犬
丸
地
区
面
整
備
管
渠
（
第
１

　
工
区
）
築
造
工
事

　
工
事
箇
所
　
大
字
小
犬
丸
地
内

　
工
事
概
要
　
管
布
設
工
（
開
削
及

　
　
　
　
　
び
沈
埋
工
法)

請
負
契
約
額

　
　
　
　
　
五
千
四
百
七
万
五
千
円

工
期

　
　
平
成
十
九
年
三
月
二
十
日
ま
で

工
事
請
負
人
　
（
株
）
福
田
組

　
　
　
　
　
　
　
九
州
支
店

　
　
　
　
　
　
（
２
議
案
と
も
可
決
）

　
※
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規

　
　
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
（
上

　
　
陽
町
の
脱
退
）

　
※
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合
規

　
　
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約
（
瀬

　
　
高
町
、
山
川
町
及
び
高
田
町
の

　
　
脱
退
）

　
以
上
の
二
件
は
、
関
係
市
町
村
の

廃
置
分
合
に
伴
う
町
村
数
の
増
減
、

連
合
議
会
議
員
定
数
等
、
指
定
議
決

さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
規
約

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
、
専
決
処
分

し
た
の
で
報
告
す
る
も
の
で
す
。

　
※
福
岡
県
自
治
会
館
管
理
組
合
を

　
　
組
織
す
る
地
方
公
共
団
体
の
数

　
　
の
減
少
及
び
福
岡
県
自
治
会
館

　
　
管
理
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

　
　
て
（
瀬
高
町
、
山
川
町
及
び
高

　
　
田
町
の
合
併
に
よ
る
も
の
）

　
※
福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員
等
公

　
　
務
災
害
補
償
組
合
を
組
織
す
る

　
　
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減
及

　
　
び
福
岡
県
市
町
村
消
防
団
員
等

　
　
公
務
災
害
補
償
組
合
規
約
の
変

　
　
更
に
つ
い
て
（
瀬
高
町
、
山
川

　
　
町
及
び
高
田
町
の
合
併
に
よ
る

　
　
も
の
）

　
※
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当

　
　
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公
共
団

　
　
体
の
数
の
増
減
及
び
福
岡
県
市

　
　
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約

　
　
の
変
更
に
つ
い
て
（
瀬
高
町
、

　
　
山
川
町
及
び
高
田
町
の
合
併
に

　
　
よ
る
も
の
）

　
以
上
の
三
件
は
、
市
町
村
合
併
に

よ
る
市
町
村
数
の
減
少
、
増
減
及
び

組
合
規
約
を
変
更
す
る
た
め
議
会
の

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
（
３
議
案
と
も
可
決
）

☆
障
害
者
自
立
支
援
法
が
真
に
障
害

　
者
の
自
立
を
支
え
る
制
度
に
な
る

　
よ
う
そ
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　
の
提
出
を
求
め
る
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
採
択
）

☆
障
害
者
自
立
支
援
法
が
真
に
障
害

　
者
の
自
立
を
支
え
る
制
度
に
な
る

　
よ
う
そ
の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　 

可
決
し
、
関
係
省
庁
に
送
付
し 

 

　
ま
し
た
。

◆
広
く
一
般
に
事
業
に
対
し
て
、
寄

　
付
を
募
る
施
策
に
つ
い
て

◆
豊
前
市
と
の
合
併
勉
強
会
の
進
捗

　
状
況
と
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

◆
税
の
負
担
軽
減
制
度
の
周
知
と
そ

　
の
活
用
に
つ
い
て

◆
国
民
健
康
保
険
税
及
び
窓
口
負
担

　
の
軽
減
制
度
の
充
実
に
つ
い
て

◆
子
育
て
支
援
策
と
し
て
乳
幼
児
医

　
療
費
無
料
化
の
対
象
を
就
学
前
ま

　
で
に
拡
げ
る
こ
と
に
つ
い
て

◆
住
民
健
診
及
び
各
種
検
診
の
再
無

　
料
化
に
つ
い
て

◆
障
害
者
自
立
支
援
法
の
実
施
に
あ

　
た
っ
て
、
福
祉
が
後
退
し
な
い
た

　
め
の
町
独
自
の
施
策
に
つ
い
て

◆
今
後
の
行
財
政
運
営
に
つ
い
て

　
今
後
の
吉
富
町
の
行
財
政
運
営
に

　
対
す
る
指
針
、
計
画
、
考
え
方

　
次
の
定
例
会
の
開
催
は
、
十
二
月

に
な
り
ま
す
。
請
願
、
陳
情
が
あ
れ

ば
、
十
一
月
末
日
ま
で
に
議
会
事
務

局
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
会
事
務
局

報
　
告
　
事
　
項

協
　
議
　
案
　
件

人
　
事
　
案
　
件

工
事
請
負
契
約
の
締
結

《
次
回
予
告
》

《
請
　
　
願
》

《

意

 

見

 

書
》

《
一
般
質
問
》



　
一
九
八
九
年
（
平
成
元
年
）
の
国

際
連
合
総
会
で
採
択
さ
れ
た
「
児
童

の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
が
、
わ
が

国
で
平
成
六
年
五
月
に
発
効
し
ま
し

た
。

　
こ
の
条
約
は
、
子
ど
も
の
人
と
し

て
の
権
利
や
自
由
が
尊
重
さ
れ
、
子

ど
も
に
対
す
る
保
護
と
援
助
を
尊
重

し
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
や
幸

せ
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
す
。

【
条
約
の
主
な
内
容
】

〇
十
八
歳
未
満
の
す
べ
て
の
子
ど
も

　
を
対
象
と
し
ま
す
。

〇
子
ど
も
が
人
種
、
性
、
出
身
な
ど

　
で
差
別
さ
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

〇
子
ど
も
は
、
教
育
を
受
け
、
遊
び

　
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、

　
文
化
・
芸
術
活
動
に
参
加
す
る
こ

　
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で
す
。

〇
子
ど
も
が
、
自
分
の
こ
と
に
つ
い

　
て
自
由
に
意
見
を
述
べ
、
自
分
を

　
自
由
に
表
現
し
、
自
由
に
集
い
を

　
持
つ
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
べ
き
で

　
す
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
は
、

　
子
ど
も
も
、
ほ
か
の
み
ん
な
の
こ

　
と
を
よ
く
考
え
、
道
徳
を
守
っ
て

　
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

〇
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い
子
ど
も

　
に
保
護
と
援
助
が
与
え
ら
れ
る
べ

　
き
で
す
。

〇
子
ど
も
は
、
暴
力
や
虐
待
と
い
っ

　
た
、
不
当
な
扱
い
か
ら
守
ら
れ
る

　
べ
き
で
す
。

〇
子
ど
も
の
成
長
の
た
め
に
何
が
最

　
も
大
切
か
を
考
慮
し
ま
し
ょ
う
。

●�

問
い
合
わ
せ
先

　
福
岡
県
生
活
労
働
部
青
少
年
課

　
　
０
９
２
・
６
４
３
・
３
３
８
６

▼
日
時
　
11
月
25
日
（土）

　
13
時
30
分
か
ら
16
時
30
分

▼
テ
ー
マ
　
「
虐
待
問
題
の
あ
る
家

　
族
を
『
地
域
で
支
援
す
る
』
と
い

　
う
こ
と
」

▼
講
師
　
西
南
学
院
大
学
　
社
会
福

　
祉
学
科
　
山
本
裕
子
　
助
教
授

▼
場
所
　
イ
イ
ヅ
カ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
セ
ン
タ
ー
　
４
階
　
４
０
１
学
習

　
室
（
別
途
託
児
室
あ
り
）

▼
対
象
者
　
誰
で
も
自
由
に
参
加
で

　
き
ま
す
。

▼
参
加
費
　
無
料
　
※
特
に
駐
車
場

　
等
は
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

　
ご
来
場
の
際
は
公
共
交
通
機
関
等

　
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
　
福
岡
県
田
川
児

　
童
相
談
所
　
総
務
企
画
課

　
　
０
９
４
７
・
４
２
・
０
４
９
９

8

「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」

ご
存
じ
で
す
か
!?

ご
存
じ
で
す
か
!?

第
二
回
児
童
虐
待
防
止
講
演
会

　このほど、「よしとみ憩いのやかた」の改

修工事が終わり、11月から、施設の利用を

再開しました。

　月曜日から金曜日まで各陶芸サークル

が活動をしていますので、参加したい方は、

吉富町教育委員会（　２２・１９４４）まで

お問い合わせください。

　各サークルの活動日は、次のとおりです。

 

　●月曜日　夢陶会（ 9時～16時）

　●火曜日　ＹＰＣ（10時～16時）

　●水曜日　陶美会（10時～16時 30分）

　●木曜日　土窯会（ 9時～16時）

　●金曜日　タタラくらぶ

　　　　　　　　　（10時～15時30分）

陶芸サークルの
参加者を募集！

11月は全国青少年
健全育成強調月間です

11月は全国青少年
健全育成強調月間です
11月は全国青少年
健全育成強調月間です

吉富町青少年育成町民会議

　毎年11月号の「広報よしとみ」で公表しておりました「吉富町職員の給与・定員管理の状

況」については、昨年度国の方で大幅な様式の変更があり、その様式に準じた公表を行うこ

ととしました。新しい様式では、吉富町の類似団体の数値等も入れながらより分かりやすい

公表様式になっております。そのため、関係資料が出てからの公表となり、今後は公表時期

が３月頃となりますので、お知らせいたします。

　総務課

総務課からのお知らせ
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吉
富
漁
港
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
十

月
八
日
、
吉
富
町
体
育
協
会
（
花
畑

昭
一
郎
会
長
）
主
催
の
「
第
一
回
吉

富
町
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
に
ぎ
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

参
加
者
全
員
で
準
備
運
動
を
し
た
後
、

年
齢
や
体
力
に
応
じ
た
項
目
で
、
体

力
測
定
を
実
施
。
体
力
測
定
が
終
了

す
る
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
フ

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
使
っ
た
ス
ポ

ー
ツ
・
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
最
後
に
、
メ
キ
シ
コ
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
マ
ラ
ソ
ン
銀
メ
ダ
リ
ス
ト
の
君

原
健
二
さ
ん
を
講
師
に
し
て
、
講
演

が
行
な
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、

君
原
さ
ん
か
ら
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
話

を
聞
い
た
り
、
一
緒
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ

を
し
た
り
し
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご

し
ま
し
た
。

講
演
す
る
君
原
さ
ん

▲

体
力
測
定
の
よ
う
す

▲

楽
し
か
っ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

▲

君
原
さ
ん
と
一
緒
に
ジ
ョ
ギ
ン
グ

▲

フォーユー会館催し物ご案内
日付

11/11

催  し  物

大正琴「琴好会」中津地区おさらい会

時　間 入場料

土
《問い合わせ先》
シマザワ楽器
　0979-22-4030

○開場/
　　12:00
○開演/
　　12：30

無 料

11/17
エンレイコンサート
-心をつなぐ日中友好の歌姫-

金 《問い合わせ先》
財団法人民主音楽協会　九州センター
　092-629-3050

○開場/
　　18:00
○開演/
　　19：00

●中学生以上
　2,500円
●小学生のみ
　1,500円

11/18 ピアノ発表会

土
《問い合わせ先》
小幡敦子
　0979-23-3081

○開場/
　　13:30
○開演/
　　14：00

無 料

11/19 ピアノ発表会

日
《問い合わせ先》
中野・堀江
　0979-23-1863

○開場/
　　13:00
○開演/
　　13：30

無 料

11/23

千葉紘子歌とお話　子ども達のサインを見逃さないで…　
-迷って道を見失った子ども達の心-

木
《問い合わせ先》
ネットワーク21　文化案内人
　0979-25-1688

○開場/
　　14:00
○開演/
　　14：30

1,500円

11/26
カラオケ友和会発表会

日
《問い合わせ先》
秋満倉栄
　090-3738-8262

○開場/
　　  9:00
○開演/
　　10：00

無 料

11/30
なかつ子ども劇場例会前進座舞台劇
「くず～い、屑屋でござい」

木 《問い合わせ先》
なかつ子ども劇場
　0979-24-1455

○開場/
　　18:30
○開演/
　　19：00

無 料
（ただし会員のみ）

12/3 日豊歌唱会15周年記念カラオケ発表会

日
《問い合わせ先》
今富マサ子
　0979-24-8996

○開場/
　　  9:30
○開演/
　　10：00

無 料

�

�

�

�

�

�

�

�

第1回吉富町スポーツフェスティバル第1回吉富町スポーツフェスティバル第1回吉富町スポーツフェスティバル
君原健二さんと一緒に
スポーツの秋を満喫！

君原健二さんと一緒に
スポーツの秋を満喫！



　
今
年
度
も
下
半
期
を
迎
え
ま
し
て

ま
た
新
た
な
下
水
道
の
管
渠
工
事
を

お
こ
な
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
の
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
そ
の
工
事
箇
所
は
地
図
中
に
黒
の

太
線
で
表
示
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
一
箇
所
目
】

　
こ
の
工
事
は
、
小
犬
丸
上
区
及
び

和
井
田
区
の
一
部
に
汚
水
の
面
整
備

管
渠
の
布
設
を
開
削
工
法
で
お
こ
な

う
も
の
で
す
。

【
二
箇
所
目
】

　
こ
の
工
事
は
、
喜
連
島
上
区
に
お

い
て
汚
水
の
面
整
備
管
渠
の
布
設
を

開
削
工
法
で
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

【
三
箇
所
目
】

　
こ
の
工
事
は
、
小
犬
丸
下
区
に
お

い
て
汚
水
の
面
整
備
管
渠
の
布
設
を

開
削
工
法
で
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

【
四
箇
所
目
】

　
こ
の
工
事
は
、
高
浜
区
に
お
い
て

汚
水
の
面
整
備
管
渠
の
布
設
を
開
削

工
法
で
お
こ
な
う
も
の
で
す
。

　
交
通
規
制
に
つ
き
ま
し
て
は
、
い

ず
れ
の
工
事
も
道
路
幅
員
が
、
狭
い

箇
所
で
の
施
工
と
な
る
た
め
、
作
業

時
間
帯
（
午
前
八
時
半
～
午
後
五
時
）

は
四
輪
車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
外
の
時
間
帯
は
、
通
行

可
能
で
す
。

　
下
水
道
の
工
事
に
際
し
ま
し
て
は

現
場
付
近
を
通
行
さ
れ
る
方
々
や
特

に
工
事
区
間
内
に
家
屋
や
事
業
所
等

を
構
え
て
お
ら
れ
る
方
々
に
は
、
多

大
な
ご
不
便
や
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
下
水
道
は
快
適
な
生
活
を

享
受
し
、
さ
ら
に
は
自
然
環
境
を
守

る
う
え
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
施

設
で
す
の
で
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

10

ま
た
下
水
道
の
管
渠
工
事
が

始
ま
り
ま
す
！

さ
わ
や
か
な
く
ら
し
を
あ
な
た
に

下
水
道
だ
よ
り

下
水
道
だ
よ
り

福岡県最低賃金が次のとおり改正されます。

　　1時間　　　　　　　　652円
　　効力発生日　平成18年10月1日

詳しくは、福岡労働局労働基準部賃金課（　092-411-4578）

または、お近くの労働基準監督署までお尋ねください。

福岡県最低賃金改正のお知らせ

�
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国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
等
の

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

今
年
一
年
間
に
納
付
（
納
付
見
込
み

を
含
む
）
し
た
国
民
年
金
保
険
料
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
等
が
必
要
で

す
。

　
こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
が

発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様
に
、

一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険

料
の
額
を
証
明
す
る
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」

（
ハ
ガ
キ
）
が
、
社
会
保
険
庁
か
ら

毎
年
十
一
月
初
旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
証
明
内
容
は
、
①
本
年
一
月
か
ら

十
月
二
日
ま
で
に
納
付
さ
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
額
と
、
②
年
内
に
納
付

が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付
見
込
額

で
す
。

　
納
付
忘
れ
等
が
あ
る
場
合
も
、
年

内
に
納
付
す
れ
ば
、
今
年
分
の
控
除

と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入

し
た
場
合
な
ど
、
十
月
三
日
以
降
に

本
年
初
め
て
保
険
料
を
納
付
す
る
方

に
つ
い
て
は
、
翌
年
二
月
初
旬
に
同

様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、

結
果
と
し
て
、
平
成
十
八
年
中
に
国

民
年
金
の
保
険
料
を
納
付
し
た
方
全

員
に
こ
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手

続
き
の
際
は
必
ず
こ
の
証
明
書
や
領

収
証
書
を
添
付
等
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
国
民
年
金
保
険
料
は
、
被

保
険
者
本
人
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

世
帯
の
世
帯
主
及
び
配
偶
者
も
連
帯

し
て
納
付
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
と
し
て
ご
家

族
の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
し
た

場
合
は
、
そ
の
納
付
額
の
全
額
が
納

付
し
た
方
の
所
得
税
等
の
控
除
対
象

と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
場
合
は
、
年
末
調
整

等
の
手
続
き
の
際
に
ご
自
身
の
社
会

保
険
料
の
額
と
合
算
し
て
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
と
き
、
ご
家
族
分

の
証
明
書
も
申
告
す
る
方
の
申
告
書

に
添
付
等
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
不
明
の
点
は
、
社
会
保
険
庁
か

ら
送
付
さ
れ
る
「
社
会
保
険
料
（
国

民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
に

記
載
さ
れ
て
い
る
お
問
い
合
わ
せ
先

ま
で
ど
う
ぞ
。

＊
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　http://www.sia.go.jp/

社
会
保
険
料
控
除
に

証
明
書
が
必
要
で
す

ご
家
族
の
保
険
料
も

納
め
て
い
る
方
は
？

国民年金のお知らせ国民年金のお知らせ国民年金のお知らせ
年末調整や確定申告には社会保険料控除証明書を

　
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
総
合
案
内
所
は
、
国
の
行
政
機
関
・
独

立
行
政
法
人
・
特
殊
法
人
に
係
る
情
報
公
開
制
度
及
び
個
人
情
報
保
護

制
度
に
つ
い
て
の
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
に
対
し
て
、
ご
案
内
や
情

報
提
供
を
行
っ
て
お
り
、
皆
様
方
に
ご
利
用
い
た
だ
く
た
め
に
開
設
さ

れ
た
施
設
で
す
。

例
え
ば
、
こ
ん
な
疑
問
に
も
お
答
え
し
ま
す
。

　
★
　
情
報
公
開
法
や
個
人
情
報
保
護
法
っ
て
、
ど
う
い
う
法
律
な
の
？

　
★
　
開
示
請
求
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

　
★
　
開
示
請
求
の
窓
口
は
ど
こ
な
の
？

　
所
在
地
　
福
岡
市
博
多
区
博
多
駅
東
二
丁
目
十
一
番
一
号

　
　
　
　
　
福
岡
合
同
庁
舎
（
本
館
）
八
階

　
　
　
　
　
総
務
省
　
九
州
管
区
行
政
評
価
局
内

　
開
設
時
間
　
九
時
～
十
七
時
（
土
日
祝
祭
日
を
除
く
）

　
電
　
　
話
　
〇
九
二
（
四
三
一
）
七
〇
八
三

　
Ｆ

Ａ

Ｘ
　
〇
九
二
（
四
三
一
）
七
〇
八
四

　
Ｅ
メ
ー
ル
　ksyannai@gf7.so-net.ne.jp

ー
国
の
行
政
機
関
等
の
情
報
公
開
や
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
何
で
も
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ー

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
総
合
案
内
所
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吉
富
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
の
小
原 

壽
会
長
が
、
「
長
年
に
わ

た
り
地
域
の
子
ど
も
会
活
動
の
発
展

と
会
の
育
成
に
尽
力
し
、
特
に
そ
の

功
績
が
顕
著
で
あ
っ
た
」
と
し
て
、

十
月
一
日(

日)

に
行
橋
市
民
体
育
館

で
開
催
さ
れ
た｢

第
四
十
回
子
ど
も

　
こ
の
ほ
ど
、
公
平
委
員
会
委
員
の

向
野
俊
一
さ
ん
が
任
期
満
了
に
よ
り

退
任
し
ま
し
た
。

　
後
任
の
委
員
に
は
九
月
町
定
例
議

の
つ
ど
い｣

に
お
い
て
、｢

平
成
十
八

年
度
福
岡
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会

表
彰｣

を
受
け
ま
し
た
。

　
小
原
会
長
は
、
平
成
九
年
か
ら
現

在
ま
で
吉
富
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡

協
議
会
の
会
長
と
し
て
会
の
育
成
と

発
展
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

会
に
お
い
て
議
会
の
同
意
を
得
て
、

岡
和
子
さ
ん
（
楡
生
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
二
名
の
委
員
に
つ
い
て
も

次
の
と
お
り
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
加
来
　
信
夫
さ
ん
　
（
昭
和
）

　
是
石
辰
二
郎
さ
ん
　
（
直
江
）

※
任
期
に
つ
い
て
は
３
名
と
も
平
成

　
十
八
年
十
月
九
日
か
ら
平
成
二
十

　
二
年
十
月
八
日
と
な
り
ま
す
。

福
岡
県
子
ど
も
会
育
成
連
合
会
か
ら
表
彰
状

吉
富
町
子
ど
も
会
の
小
原  

壽 

会
長

▲表彰された吉富町子ども会の小原会長

新
た
に
選
任
さ
れ
た
岡
和
子
さ
ん

▲

▲2等入賞の二木しおりさんの作品

　毎年、政治意識の向上を目的として豊築選挙啓発推進協議会が実施
している「明るい選挙啓発ポスターコンクール」で、今年度は多くの
応募作品の中から吉富中学校の生徒６名が入賞しました。

【中学生の部】　２等　二木　しおり（２年）

　　　　　　　　３等　堂﨑　有理花（２年）
　　　　　　　　　　　岡　　浩太　（３年）
　　　　　　　　　　　秋吉　貴子　（３年）

　　　　　　　　佳作　渡邊　彩　　（３年）
　　　　　　　　　　　下畑　美咲紀（３年）
　　　
　　入賞者の皆さんおめでとうございます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉富町選挙管理委員会

平成18年度明るい選挙啓発ポスター
コンクールに６名が入賞しました！



13

　
九
月
二
十
三
日
（
土
）
に
宗
像
市

の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
ア
リ
ー
ナ
」
で
開

催
さ
れ
た
「
三
十
人
三
十
一
脚
　
福

岡
・
佐
賀
大
会
」
に
、
吉
富
小
学
校

の
六
年
生
三
十
三
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
指
導
者
は
、
二
組
担
任
の
後
小

路
先
生
と
父
兄
の
友
田
義
浩
さ
ん
の

二
人
。
大
会
に
は
、
福
岡
と
佐
賀
県

内
か
ら
二
十
七
の
チ
ー
ム
が
参
加
し

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
六
年
生
全
員
の
名
前
入
り
の
横
断

幕
と
沢
山
の
声
援
を
背
に
み
ご
と
五

十
メ
ー
ト
ル
を
完
走
す
る
こ
と
が
で

き
、
一
〇
秒
一
九
と
言
う
好
タ
イ
ム

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
！

　
六
月
に
参
加
が
決
ま
り
ま
し
た
が
、

積
極
的
に
取
り
組
む
子
供
が
い
る
反

面
、
最
初
は
気
が
す
す
ま
な
い
と
い

う
子
供
も
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
練

習
を
重
ね
て
い
く
中
で
走
り
が
速
く

な
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
友
達
に

支
え
ら
れ
る
喜
び
、
支
え
る
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
玄
光
院
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
九
月

二
十
三
日
に
吉
富
町
寿
会
連
合
会
主

催
の
「
第
三
十
五
回
寿
会
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
の
結
果
、
直
江
チ
ー
ム
が
優

勝
し
ま
し
た
。

《
寿
会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
結
果
》

　
①
直
江
　
②
高
浜
　
③
小
犬
丸
下

吉
富
小
の
六
年
生
が

三
十
人
三
十
一
脚
の

大
会
に
参
加
！

直
江
が
優
勝

第
三
十
五
回
寿
会

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

元
気
に
走
る
子
ど
も
た
ち

▲

優
勝
し
た
直
江
チ
ー
ム

▲

　吉富ミニバスケットボールクラブ“ファイターズ”

では部員を募集しています。

　まずは見学・体験入部でも大歓迎です。私たちと一

緒に、バスケットボールをやってみませんか？

　練習場所：吉富小学校　体育館

　練習日時：毎週水曜日と金曜日の午後５時から７時

　　　　　　まで

　対　　象：吉富小学校　１年生から６年生の男女

　部　　費：１０００円／月

　　　　　　（見学・体験入部の人は必要ありません。）

ミニバスケット体験入部会を
11月23日（木）に開催します。

　バスケットをやってみたい小学校１年生から５年生

のみんなの参加をまっています。

　時　　　　間：午後２時から５時まで

　場　　　　所：吉富小学校体育館

　持って来る物：うわばき・タオル・すいとう

●問い合わせ先　赤尾　慎一　

　　　２３－２９８４

　　Eメール　akao4n1.f@sage.ocn.ne.jp

※バスケを始めたい人、見学したい人は直接練習日に

　小学校体育館に来ても構いません。

ミニバスケット部員を募集!!

　落語家、笑福亭松枝氏をお迎えし、啓発講

演会を開催します。松枝氏は、人権･教育･男

女共同参画などのテーマを、楽しい落語を織

り交ぜて話す落語家。笑ってもらうことを不

可欠に、日常の中での小さな発見や反省･感謝

などを、落語を通して伝える講演は好評です。

　皆様のご来場をお待ちしています。

講　師：笑福亭松枝氏

演　題：「みんな違う顔、でも同じハート」

日　時：平成18年11月26日（日）

　　　　受付／13：30　開演／14：00

会　場：げんきの杜（上毛町）

入場料：無料

主　催：豊前築上地区進路保障推進協議会

啓発講演会啓発講演会啓発講演会
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☆初企画☆ 地産地消フェア☆初企画☆�地産地消フェア

京築風土（food）２００６京築風土（food）２００６京築風土（food）２００６
　京築地域は、昔から豊かな農・林・水産物に恵まれたところ、農村地域の伝統的な日常食や行事食は、素材のもち味を生か

して、いろいろに調理・加工され、家族の健康と暮らしの安定を支えてきた食文化があります。京築の直売所を一堂に会し、

新鮮野菜やご当地加工品を販売します！

　山の幸、海の幸が揃います！地域の家庭料理が並びます（お楽しみ付き）！！その他丸ごと京築鍋の試食やもちつき、地

元産を使った農家産の露店コーナー等盛りだくさんの内容でお待ちしています。

　是非この機会に"京築風土"に触れてください！！！

                                        

　　●日　　時：平成18年11月23日（木）祝日　１０：００～１５：００〔雨天決行〕

　　●場　　所：サングレートみやこ及び勝山体育館（みやこ町役場（旧勝山町役場）横）

　　●内　　容：直売所市

　　　　　　　　農家さんや漁協さんの露店コーナー

　　　　　　　　食の文化祭（京築地域の家庭料理の大集合!!）

　　●そ の 他：丸ごと京築鍋の試食（５００食）、もちつき、食育カルタ大会、地域太鼓、

　　　　　　　　お米すくい（１人１回限り）・・・等々

　　　　　　　　※やむを得ず内容を一部変更する場合がございます。ご了承ください。

　　●問 合 せ：京築地域農業・農村活性化協議会（行橋農林事務所内）　　０９３０－２３－０３８３

吉富町民ゴルフ大会の参加者募集吉富町民ゴルフ大会の参加者募集
町民の健康と親睦のためゴルフ大会を開催しますので、ふるって参加ください。

●日　　時　平成18年12月17日（日）８時45分受付、９時30分スタート

●会 　 場　周防灘カントリークラブ

●参加資格　吉富町在住者または吉富町出身者

●表　　彰　１～３位、とび賞およびBB賞があります。

　　　　　　※表彰式に参加しない方は入賞資格を失効します。

　　　　　　※参加賞があります。

●参 加 料　１人　  2,000円

●プレー費　１人　10,000円

●申込期間　平成18年11月６日（月）～平成18年11月30日（木）

●募集方法　吉富フォーユー会館窓口またはFAXでの申請。原則として電話受付はおこないません。

※FAXで申し込む方は、住所、氏名（ふりがな）、生年月日、電話番号、ハンディキャップ（もしくは最近の平

　均スコアー）を記入してください。

　また、ファックスの送信済みの確認が出来ない場合は、フォーユー会館に確認の電話を入れてください。

　（TEL 22‐1944／FAX 24‐5406）

●定　　員　80人（20組）　※定員になり次第、締め切ります。

●競技方法　18ホール・ハンディキャップ競技（ダブルペリア方式）

●競技規則　日本ゴルフ協会規則及び本競技特別規則を適用

●組み合せ　12月８日（金）に吉富フォーユー会館窓口で組み合せ表を配付します。

　　　　　　※電話・FAXでの受付はおこないません。

問い合せ　吉富町体育協会事務局（吉富フォーユー会館内）  　２２‐１９４４
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「電話のユニバーサルサービス制度」がスタートします
　日本全国で提供されている加入電話、公衆電話、緊急通報（110番・118番・119番）の電話サービス。これ

らが、電気通信事業法に定められたユニバーサルサービスです。

　NTT東日本・西日本が提供しているこれらのサービスは携帯電話やIP電話の普及及び電話サービスの

競争の進展などに伴い通話料金が大幅に安くなりましたが、一方では、このユニバーサルサービスの提

供費用が不足することとなりました。

　このため、NTT東日本・西日本も含め固定電話・携帯電話・PHS・IP電話などの電話会社56社が協力して費

用を出し合う「ユニバーサルサービス制度」がスタートすることとなりました。

　ユニバーサルサービス制度の負担金は、当該負担金を拠出する電気通信事業の費用の一部を構成する

ものであり、最終的にはその原資は最終利用者からの料金収入によって賄われ

ます。そのため、ユニバーサルサービス制度の負担金を拠出する事業者が当該

負担金を経営努力によって内部吸収するか、あるいは利用者に対して負担を求

めるかについて、経営判断により決定することになります。詳細はご利用の電

気通信事業者にお問い合わせ下さい。

　制度の円滑な運営のため、ぜひともご理解とご協力をお願いします。

制度に関する詳細は、以下のホームページをご覧下さい。

http://www.soumu.go.jp/joho_tsusin/universalservice/index.html

問合せ　九州総合通信局　電気通信事業課　　096-326-7862
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自
衛
隊
築
城
地
域
事
務
所

　
２
等
陸
海
空
士
、
自
衛
隊
生
徒
を

　
　
　
福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
築
支
部

募
集
し
て
い
ま
す
。

《
２
等
陸
海
空
士
》

〇
応
募
資
格
　

　
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
男
子

〇
受
付
期
間
　
平
成
18
年
11
月
13
日

　
　
　
　
　
　
（月）
ま
で

《
自
衛
隊
生
徒
》

〇
応
募
資
格
　

　
17
歳
未
満
の
男
子
（
中
学
校
卒
業
）

〇
受
付
期
間
　
平
成
19
年
１
月
９
日

　
　
　
　
　
　
（火）
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ
先
　

　
　
　
自
衛
隊
築
城
地
域
事
務
所

　
　
０
９
３
０
・
２
１
・
０
５
１
６

　　
豊
築
支
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
で
は
、
嘱
託
員
（
介
護
支
援
専
門

員
）
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

▼
資
格

　
〇
実
務
経
験
を
有
す
る
介
護
支
援

　
　
専
門
員

　
〇
自
家
用
車
に
よ
る
業
務
が
可
能

　
　
な
方

　
〇
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
満
60

　
　
歳
以
下
で
健
康
な
方

▼
報
酬 

　
月
額
20
万
円

▼
勤
務
時
間 

　
週
29
時
間
以
内

▼
採
用
予
定
人
員
　
若
干
名

▼
採
用
方
法
　
面
接
に
よ
る

▼
採
用
期
間
　
平
成
19
年
１
月
１
日

　
～
平
成
19
年
３
月
31
日

　
※
更
新
も
あ
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間
　
平
成
18
年
11
月
６
日

　
（月）
～
平
成
18
年
11
月
24
日
（金）

▼
申
し
込
み
先
　
豊
築
支
部
地
域

　
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー  

　
　
０
９
７
９
・
８
４
・
０
１
２
０   

 
(

申
込
書
に
履
歴
書
を
添
え
て
お
申

　
し
込
み
く
だ
さ
い
。)

　

※
申
込
書
は
、
市
町
役
場
、
豊
築
支

　
部
に
用
意
し
て
い
ま
す
。

自
衛
官
募
集
！

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
嘱
託
員
を
募
集

お 知
ら せ

休
日
相
談
医
案
内

休
日
相
談
医
案
内

休
日
相
談
医
案
内

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

豊
築
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

　
　
　
８
２
・
８
８
２
０

内
科
・
小
児
科

　
　
（
９
時
～
翌
日
６
時
）

歯
　
科

　
　
（
９
時
～
17
時
30
分
）

日
曜
日

祝
　
日

豊
前
市

荒
　
堀

〃

久
　
松

と
も
お
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

牛
　
神

宮

田

内

科

〃

牛
　
神

和

田

胃

腸

科

内

科

11
・
23

八
　
屋

江

本

ク

リ

ニ

ッ

ク

11
・
19

宇
　
野

福

田

医

院

11
・
3

沖
代
町

さ

が

ら

小

児

科

〃

豊
後
町

縄

田

内

科

〃

栄
　
町

久

持

ク

リ

ニ

ッ

ク

〃

中
央
町

け

い

だ

ク

リ

ニ

ッ

ク

11
・
5

三
毛
門

重
岡
胃
腸
科
外
科
医
院

11
・
26

田
　
尻

前

田

内

科

〃

豊
田
町

武
藤
胃
腸
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

宮
　
夫

木

下

外

科

〃

豊
田
町

大
堀
脳
神
経
ク
リ
ニ
ッ
ク

12
・
3

幸
　
子

佐
本
外
科
整
形
外
科
医
院

11
・
12

沖
代
町

末

廣

医

院

〃

八
　
屋

矢

鳴

医

院

〃

殿
　
町

南

外

科

◆対 象 者　吉富町在住の20歳以上の方
　　　　　　（以前受講した方についても申込みできます

が、定員を超す場合は初めて受講する方を優
先させていただきます。）

　　　　　　※ワープロ等の文字入力ができる方

◆講　　座　年賀状をつくろう！

◆講座内容　ワープロソフト（ワード）を利用した年賀状
づくり

◆開催日時　11月21日（火）・22日（水）
　　　　　　午後１時30分～午後４時30分
　　　　　　（1日3時間の2日間）

◆場　　所　吉富フォーユー会館　３階　パソコン教室

◆定　　員　20名（先着順とします。最小催行人数５名）

◆受 講 料　無料（ただし、テキスト代として200円必要と
なります。）

◆申し込み　吉富町教育委員会（吉富フォーユー会館内）
　　　　　　吉富フォーユー会館窓口にてお申し込みく

ださい。都合で申し込みに来られない方は、
電話受付をいたします。

◆申し込み受付期間
　　　　　　11月６日（月）から11月17日（金）
　　　　　　午前８時30分から午後５時15分まで
　　　　　　　　　　　　　（ただし、土日祝日は除く）

◆問い合わせ　吉富町教育委員会　　22‐1944

パソコンに触れてみよう! 
生涯学習講座「パソコン教室」
の受講生を募集します
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　海上保安庁では、11月1日から11月7日までの間、「未来に
残そう青い海」をスローガンに海洋環境保全活動を推進し
ます。
　青く美しい海を未来に残すのは私たちの責任です。
　プラスチック類や空き缶等のゴミを川や海に捨てない
ようにしましょう。
　海にゴミを捨てる人を見たり、油が浮いているのを発見
した場合などは局番なし電話番号「118」で海上保安庁に通
報してください。

門司海上保安部からのお知らせ

北九州市若松区の福岡障害者職業能力開発校（国

立県営）では、平成19年度の訓練生を募集してい

ます。

◇募集人員：150名（男女不問）

◇訓練期間：1年間。但しプログラム設計科のみ2

年間。

◇応募資格：身体障害者手帳所持者、又は取得可

能な方。但し総合実務科は、療育手

帳所持者、又は知的障害者と認める

判定書が提出可能な方。

◇応募締切：平成19年1月10日（水）。

応募方法など詳しいことは、福岡障

害者職業能力開発校（　：093-741-5431）

又は、お近くのハローワーク（公共

職業安定所）にお問い合わせ下さい。

障害者の職業訓練生募集

警察では、犯罪の被害にあわれた方の心のケア
を行うための相談電話を開設しています。
「ミズ・リリーフ・ライン」では、専門の女性の臨
床心理士が、お手伝いします。
　どうぞ、「ミズ・リリーフ・ライン」にお電話く
ださい。
　電話相談のほかに、面接相談も行っています
ので、ご利用ください。
（面接相談の場合は、事前に予約をお願いします。）

　◆犯罪被害者相談電話『ミズ・リリーフ・ライン』
　　　　０９２－６３２－７８３０

　◆相談受付時間
　　午前8時30分から午後5時15分まで
　　　　　　　　　　　　（土、日、祝日を除く）

犯罪被害者相談電話
「ミズ・リリーフ・ライン」

　小規模企業共済制度は、個人事業主または会社

等の役員の方が事業をやめられたり退職された場

合に、生活の安定や事業の再建を図るための資金

をあらかじめ準備しておく国がつくった共済制度

で、いわば「小規模企業の経営者のための退職金制

度」といえます。

　この制度の特徴は、掛金は全額所得控除。受け取

る共済金も退職所得扱い又は公的年金等の雑所得

扱いとなります。

　詳しい内容のお問合せと加入申込みは、商工会、

商工会議所、青色申告会、金融機関の本支店の窓口

で取扱いしています。制度の運営は、独立行政法人

中小企業基盤整備機構が行っています。

（URL　http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html）

◆小規模企業共済制度のご案内

　経営セーフティ共済は、取引先の突然の倒産が

原因で、経営悪化の危機に直面してしまったとき

に資金を借入れることができる制度で、中小企業

を守るために国がつくった共済制度。無担保・無保

証人で、積み立て掛金の10倍の範囲内（最高3,200

万円）で被害額相当の共済金が借入れ可能。毎月の

掛金も税法上、必要経費または損金に算入できる。

　詳しい内容のお問合せと加入申込は、商工会、商

工会議所、金融機関の本支店の窓口で取扱いして

います。制度の運営は、独立行政法人中小企業基盤

整備機構が行っています。

（URL　http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html）

◆経営セーフティ共済

　（中小企業倒産防止共済制度）のご案内

科　　名 定　員

コ ン ピ ュ ー タ 製 図 科 20名

プ ロ グ ラ ム 設 計 科 20名

商 業 デ ザ イ ン 科 20名

O A ビ ジ ネ ス 科 20名

建 築 設 計 科 10名

D T P 制 作 科 20名

ネ ッ ト ビ ジ ネ ス 科 20名

総 合 実 務 科 20名
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　高齢者を狙って、「無料点検に来ました」と言って家に上がり込んだり、「このままでは
地震で家が崩壊する」、「アスベストが使われているのですぐに対策をとらないと危険」な
どと言って不安をあおり、各種契約を強引に結ばせる悪質な事例が多発しています。
　契約をしてしまってもあきらめないで、クーリング・オフの利用を。
　ご相談は最寄りの消費生活センターや警察署へどうぞ！

豊前警察署　生活安全課

高齢者が狙われています!!



19

【
お
誕
生
お
め
で
と
う
】

　
　
林
　
正
典

　
　
　
　
歩
花
ち
ゃ
ん
（
今
吉
下
）

　
笹
原
　
豊
文

　
　
　
　
愛
美
ち
ゃ
ん
（
土
　
屋
）

【
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
】

　
中
島
　
節
雄
様
　
89
歳
（
広
津
下
）

　
礒
田
サ
ツ
キ
様
　
87
歳
（
鈴
　
熊
）

　
内
丸
　
臣
子
様
　
73
歳
（
直
　
江
）

　
久
我
　
コ
メ
様
　
92
歳
（
喜
連
島
下
）

　
窪
　
　
勝
人
様
　
74
歳
（
別
　
府
）

　
是
木
　
滿
明
様
　
82
歳
（
直
　
江
）

【
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

　
礒
田
　
範
昭
様
　
（
鈴
　
　
熊
）

　
内
丸
信
一
郎
様
　
（
直
　
　
江
）

【
吉
富
町
身
体
障
害
者
福
祉
会
へ
】

　
礒
田
　
範
昭
様
　
（
鈴
　
　
熊
）

　
　
　
（
10
月
12
日
受
付
分
ま
で
）

　
広
報
よ
し
と
み
10
月
号
の
慶
弔
記

事
の
お
誕
生
お
め
で
と
う
の
中
で
、

上
野
　
駄
（
う
え
の
ゆ
う
と
）
ち
ゃ

ん
と
あ
り
ま
し
た
が
、
上
野
　
駄
（
う

え
の
ゆ
う
た
）
ち
ゃ
ん
の
誤
り
で
し

た
。

　
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

慶
　
　
　
弔

香
典
返
し
お
礼

ほ
の 

か

ま
な 

み

お
詫
び
と
訂
正

　平成18年度「第15回暴力追放福岡県民大会」を下記のと
おり開催いたします。

○開催日時　平成18年11月14日（火）午後2時から同4時まで

○開催場所　福岡市中央区天神
　　　　　　　　　　アクロス福岡シンフォニーホール

○主　　催　（財）福岡県暴力追放運動推進センター

○共　　催　福岡県警察、福岡市

○後　　援　福岡市暴力追放推進協議会

○大会次第　第１部　式典（暴追功労者表彰等）
　　　　　　第２部　特別講演
　　　　　　　　　　「危機管理の難所と死角」
　　　　　　　　　　講師　（株）リスク・ヘッジ
　　　　　　　　　　代表取締役　田 中 辰 巳 氏

第15回暴力追放福岡県民大会

　暴力団等による暴力被害者の早期救済を目的に、警察、
弁護士会、暴追センター、福岡市市民暴相談センター、北九
州市民暴相談センター及び久留米市暴追推進協議会等が
連携して、下記のとおり面接や電話による無料相談を受理
いたします。

○実施日時場所
　平成18年11月25日（土）午前10時から午後4時まで
　北九州地区
　　相談電話番号　　０９３－５８２－２１４０
　　北九州市民事暴力相談センター（北九州市役所2階）

○問合せ先

　（財）福岡県暴力追放運動推進センター
　　０９２－６５１－８９３８

無料暴力被害相談

　11月13日（月）から同月19日（日）までの7日間　午前8時30分から午後7時30分まで

　ただし、土曜日・日曜日は午前10時から午後5時まで

　０５７０－０７０－８１０
　夫や、パートナーからの暴力、職場でのセクシャルハラスメント、つきまとい（ストーカー）

など、悩みや困りごとがあったら、ひとりで悩まずお電話ください。

　人権擁護委員と法務局職員が、無料で相談に応じます。

　秘密は厳守されますので、お気軽にご相談ください。

【問い合わせ先】　福岡法務局人権擁護部　０９２－７２１－９１６６

福岡法務局・福岡県人権擁護委員連合会

～全国一斉女性の人権ホットライン強化週間～～全国一斉女性の人権ホットライン強化週間～～全国一斉女性の人権ホットライン強化週間～

☆「女性の人権ホットライン」は、全国の法務局に平成12年から設置しており、祝祭日を除

く月曜日から金曜日の午前8時30分から午後5時15分まで（それ以外は留守番電話対応）、

相談を受け付けております。
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　65歳以上の住民の方を対象に、インフルエンザ予防接種

を町内病医院で12月末日まで実施しています。　　�    

　詳しくは広報よしとみ10月号をご覧ください。�    
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三種混合、麻しん･風しん混合予防接種
のお知らせ

三種混合、麻しん･風しん混合予防接種
のお知らせ

インフルエンザ予防接種を実施していますインフルエンザ予防接種を実施しています

百日ぜき

ジフテリア

破傷風

下記の各病医院で個別接種をします。

　※母子手帳　・ 予診票を記入して病院に持参してください。�    
　※お問い合わせは、吉富あいあいセンター保健師まで。　　　２３－９９００�    

佐本外科・整形外科医院は、11月は改修のため予防接種は実施しません。

予防接種種類

三 種 混 合
１期　初回

３～１８月（９０月ま

１期　追加

初回後１２～１８月

３～８週の間隔

3　回

1　回

１期

１２～２４月

2期

唐 原 内 科
クリニック

三種混合

実施時間

麻しん風し
ん 混 合

　22－0782

中山内科医院

　23－5623

さやの小児科

　24－4152

東 病 院

　22－2219

１９年度小学校入学予定

20(月）21（火）

  22（水）

21（火）22（水）

  24（金）

20(月）21（火）  

22（水）24（金）

20(月）22（水）

  24（金）

13（月）14（火）

15（水）17（金）

14（火）15（水）

17（金）

13（月）14（火）

15（水）17（金）

13（月）15（水）

16（木）17（金）

13：30～14：30

17：00～18：00
14：00～17：00 15：00～18：00 14：00～15：00

1　回

1　回

麻しん・風しん混

対 象 者 接 種 回 数 注 意 事 項 �

接種は９０月まで可能ですが、な

る べく接種対象年齢、接種間隔

を守 ってください。

町内の小児科（東病院・さやの小
児科）では下記の日程以外でも接
種が可能です。（要予約）

・

・

過去に麻しん（はしか）または風
しんにかかった方で接種を希望
する方は、あいあいセンター保健
師に連絡してください。

接種後１ヵ月間は他の予防接種
はできません。

・

・

こころのリハビリ教室
「ひだまり」に参加しませんか？
　こころの病気を抱えていると、なんだか外に出る
のがおっくうになってしまいます。�    
　あいあいセンターでは、こころの病気を持たれた
方や、家族の方を対象に月1回「こころのリハビリ教

室」を実施しています。�    
　一緒に、のんびりと楽し
いひと時を過ごしませんか？

11月・12月のプログラム�

◆申し込み、問い合わせ　�     
　　吉富あいあいセンター　　２３－９９００

開 催 日

11月13日（月）
午後2時～3時30分

12月21日（木）
午前10時～12時

あぐり共同作業所の皆さんとの交流会
メンバーさんが『シンデレラ』の演劇を
披露してくださいます！

クリスマス会
簡単な調理実習とクリスマスリースを

作ります。

内 　 　 容


